
７
月
25
日
開
催

再
検
討
さ
れ
た
下
水
道

使
用
料
の
改
定（
案
）

【
概
要
】
下
水
道
事
業
経
営

戦
略
改
定
が
再
検
討
さ
れ

「
令
和
５
年
度
か
ら
現
行
比

30
％
値
上
げ
」
を
、
３
年
間

は
現
行
比
20
％
、
４
年
目
か

ら
現
行
比
30
％
値
上
げ
と
見

直
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
大
和
地
域
に
つ
い

て
は
集
合
処
理
の
家
庭
は
使

用
水
量
を
基
に
算
定
、
個
別

処
理
区
域
は
現
行
の
通
り
の

人
頭
制
と
し
、
今
後
小
型
浄

化
槽
の
有
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

８
月
22
日
開
催

水
道
事
業
統
合
の
企
業

団
の
有
効
性
と
は

【
概
要
】
第
４
回
広
島
県
水

道
企
業
団
設
立
準
備
協
議
会

の
報
告
及
び
事
業
計
画
に
お

け
る
企
業
団
の
有
効
性
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

議
81
下
水
道
条
例
等
の
一

部
改
正

【
反
対
討
論
】

●
下
水
道
使
用
料
を
来
年
度

20
％
値
上
げ
し
、
4
年
後
か

ら
30
％
値
上
げ
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
。
物
価
高
騰
に
苦

し
む
市
民
生
活
を
さ
ら
に
苦

し
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

県
内
他
市
の
よ
う
に
本
市

も
一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
を

す
れ
ば
値
上
げ
の
必
要
は
な

い
。

議
82
水
道
広
域
連
合
企
業

団
の
設
立

【
反
対
討
論
】

●
水
道
の
広
島
県
企
業
団
へ

三
原
市
は
参
加
す
べ
き
で
は

な
い
。
参
加
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
技
術
職
員
の
確
保
や
強

靭
な
水
道
、
災
害
時
の
対
応

が
あ
る
と
い
う
が
本
市
単
独

で
も
可
能
だ
。
市
議
会
の
関

与
も
で
き
な
く
な
り
、
10
年

先
の
民
営
化
へ
の
疑
念
が
払

拭
で
き
な
い
。

●
節
約
す
れ
ば
本
市
に
統
合

は
不
要
で
あ
り
、
統
合
は
デ

メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
で
あ
る
。

■
オ
ン
ラ
イ
ン
委
員
会
開
催

が
可
能
に

　

重
大
な
感
染
症
の
ま
ん
延

又
は
災
害
等
の
発
生
が
多
発

す
る
中
、
本
市
議
会
で
は
、

議
会
運
営
委
員
会
を
こ
れ
ま

で
５
回
開
催
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
方
法
で
委
員
会
を

行
え
る
よ
う
、
規
定
の
整
備

を
行
う
べ
き
か
ど
う
か
、
慎

重
に
協
議
を
重
ね
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
委
員
が
委
員

会
の
開
会
場
所
に
参
集
す
る

こ
と
が
困
難
な
時
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
委
員
会
等
を
開
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
条
例

及
び
会
議
規
則
を
改
正
し

た
。

　

豊
か
な
沼
田
川
を
持
ち
な

が
ら
永
久
に
自
治
権
が
な
く

な
り
、
料
金
値
上
げ
、
市
職

員
減
少
、
地
元
業
者
の
下
請

け
化
、
赤
字
自
治
体
の
負

担
、
災
害
対
応
の
遅
れ
、
市

民
優
先
か
ら
民
間
利
益
優
先

に
な
り
、
妊
婦
が
安
心
し
て

飲
め
な
い
水
道
に
な
っ
た

時
、
責
任
は
、
市
長
、
副
市

長
、
議
員
に
あ
る
。
子
ど
も

達
に
謝
る
覚
悟
は
あ
る
の

か
。

●
当
初
は
、
県
内
21
の
全
市

町
と
県
の
参
加
を
想
定
し
て

い
た
が
、
効
率
的
な
水
道
事

業
が
行
え
る
広
島
市
を
皮
切

り
に
脱
退
す
る
市
町
が
続
出

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
効
率
的
な
水

道
事
業
が
行
い
に
く
い
９
市

５
町
の
参
加
と
な
っ
た
。
広

域
化
を
考
え
る
な
ら
、
本
市

は
水
源
を
同
じ
く
す
る
福
山

市
や
尾
道
市
と
連
携
す
べ
き

で
あ
る
。

【
賛
成
討
論
】

●
水
道
事
業
は
市
民
生
活
に

不
可
欠
で
、
将
来
に
わ
た
っ

て
安
全
、
安
心
で
な
け
れ
ば

■
意
見
書
の
提
出

・
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
・
義
務
教
育
諸
学

校
30
人
学
級
の
実
現
を
求
め

る
意
見
書

・
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成

を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
の

支
援
を
求
め
る
意
見
書

■
政
策
提
言
に
向
け
た
決
議

総
務
財
務
委
員
会

　

移
住
・
定
住
の
促
進
に
向

け
た
人
口
獲
得
施
策
に
関
す

る
決
議

厚
生
文
教
委
員
会

　

ご
み
の
減
量
化
の
推
進
に

関
す
る
決
議

経
済
建
設
委
員
会

　

新
規
就
農
の
促
進
に
向
け

た
支
援
体
制
の
強
化
に
関
す

る
決
議

※
Ｐ
10
か
ら
詳
細
記
事
あ
り

な
ら
な
い
。

　

交
付
金
事
業
が
活
用
で
き

る
企
業
団
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
給
水
収
益
の
減
少
や
、

老
朽
化
施
設
の
更
新
と
い
っ

た
課
題
に
対
応
で
き
、
料
金

の
値
上
げ
も
抑
制
で
き
る
。

今
後
、
企
業
団
と
市
が
緊
密

に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
水

道
事
業
の
安
定
経
営
に
取
り

組
む
こ
と
を
要
望
す
る
。

●
事
業
計
画
の
10
年
間
で
、

水
源
地
や
浄
水
場
な
ど
の
施

設
の
最
適
化
や
強
靭
化
を
集

中
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、

災
害
に
強
い
水
道
施
設
と
な

り
、
市
民
に
と
っ
て
安
心
で

き
る
も
の
に
な
る
と
考
え
る

の
で
賛
成
す
る
。

　

市
長
に
は
、
企
業
団
の
市

町
長
会
議
で
本
市
の
声
を

し
っ
か
り
と
届
け
る
こ
と
を

要
望
す
る
。

【
採
決
】

　

議
第
81
・
82
号
に
つ
い
て

は
、
賛
成
多
数
、
原
案
ど
お

り
可
決
し
た
。

※
賛
否
結
果
は
Ｐ
14
に
掲
載

下
水
道
・
水
道
企
業
団
議
案
に
つ
い
て

５
人
か
ら
賛
否
の
討
論

議
員
発
議
と
し
て
、国
へ
の
意
見
書

提
出
、議
会
の
条
例
・
規
則
の
一
部
改

正
、政
策
提
言
の
決
議
を
審
議
・
可
決

議
員

全
員
協
議
会

3 VOL.70（令和４年11月）みはら市議会だより


